
脱落膜の形成（齧歯類と霊長類、どちらも胎盤形成時に形成される）
ヒトを含む霊長類

排卵周期に伴って、主に、卵巣ホルモ
ンの作用の結果として、受精や着床の
有無にかかわらず、子宮内膜の間質
部分が増殖・肥厚して脱落膜が形成さ
れる。胚の着床が起これば脱落膜は
維持されて、母性胎盤として機能を開
始する。一定の時期までに着床が起こ
らないと脱落膜は退化・崩壊し、月経と
して排出される。

排卵周期と月経周期の間には、卵巣
の内分泌機能を介した密接な関連が
あるので、同義語と考えられがちであ
るが、一方は卵巣の周期現象であり、
他方は子宮内膜の周期現象であるか
ら、生物学的には区別するべきもので
ある。哺乳類において、真の意味の月
経周期は霊長類に特徴的な現象であ
る。

齧歯類

子宮内膜の間質細胞が活性化され(脱
落膜形成の準備期）、着床胚に対する
感受性を一過性に獲得し(感受期）、もし

もこの時期に着床が起これば、胚から
の刺激によって脱落膜形成が開始する
(形成期）。準備期には、プロゲステロン

の影響下に分泌されたエストロゲンの作
用で、間質細胞の一部が細胞分裂を開
始し、その後、着床胚の刺激に応じて着
床部位周辺の間質細胞が激しい細胞増
殖を起こして脱落膜を形成する。

脱落膜形成の感受期は、着床ウィンドウ
に相当し、ラットでは膣栓確認日を妊娠
第１日とすると、妊娠第５日の正午を挟
んだ前後数時間の間と推測されている。
この推測に基づき、マウスでは妊娠第４
日に、短時間の感受期が形成されてい
ると思われる。



着床ウィンドウ

ヒトでは、脱落膜は排卵周期に伴って自律
的に形成されるが、着床期胚が子宮腔上
皮細胞に接着可能であり、また着床による
刺激が脱落膜を胎盤として維持する変化を
誘起できる時期は、月経周期の中で限られ
た時期にあることが知られており、この時期
を着床ウィンドウと呼んでいる。この正確な
期間と時期は明確ではなく(研究者により意

見が異なる）、おおよそ排卵後５日目から数
日間（２～７日間）と推定されている。

霊長類と齧歯類のいずれにおいても、着床
ウィンドウは、プロゲステロンとエストロゲン
の相互作用によって、間質細胞と子宮腔上
皮細胞の両方に、trophoblast細胞の接着

や浸潤（侵襲）を可能にする変化が生じて
形成されると考えられているが、とりわけエ
ストロゲンが重要な役割を果たしていること
が知られている。

上図 ヒトの子宮内膜における着床ウィンド
ウの形成過程を示す模式図

プロゲステロンの作用下にエストロゲンが作
用することで、子宮内膜細胞、即ち子宮腔上
皮細胞、間質細胞、子宮腺上皮細胞が、一
過性に着床可能な状態を作り出す。ウィンド
ウを外れると着床は不可能になり、その後、
子宮内膜は崩壊して月経として排出される。

着床ウィンドウの細胞・分子生物学的機構に
ついては、不明な点が多い。



遅延着床 と 着床遅延

ラットでは妊娠第５日の午後に、胚盤胞が着床を開始するが、その前日までに
卵巣を除去し、プロゲステロンを連続的に投与すると、プロゲステロンの投与が
継続している間、胚盤胞は子宮腔内で透明帯から脱出を完了した状態で生残す
るが、子宮腔上皮に接着する事ができない。このような動物に、自然の妊娠状
態における血中濃度に近い量になるようにエストロゲンを１回投与すると、胚盤
胞は接着を完了して脱落膜形成を誘起し、正常に着床、及びその後の胎盤形
成・胚発生を経過して出産に至る。一方で、過剰投与されたエストロゲンは、着
床及びそれ以降の胎盤形成過程を阻害することも知られている。

このように、胚盤胞が子宮腔内に進入後、直ちに着床せず、内分泌学的条件に
影響を与える環境要因が整って、始めて着床が完了する現象を遅延着床と呼
び、また、胚盤胞が着床の遅延した状態にあることを、着床遅延と呼んでいる。

自然の妊娠過程で生理的な遅延着床が起こる種が知られている。ラットでは、
分娩後直ちに発情期に入って交尾し、生じた胚盤胞は哺乳期間中、着床遅延の
状態にあるが、哺乳の終了と共に遅延着床が起こる。有袋類でも、原始類と同
様に、分娩後着床遅延が起こる。

一方、ノロジカ、ミンク、クマ、アザラシ等でも遅延着床現象がしられているが、こ
れらの種では、交尾の時期と出産・子育ての時期を生態学的に至適かする適応
現象の一つとして遅延着床が起こると考えられている(着床誘発のホルモン支配
機構の多くは未解明）。



真胎生 ： 着床と胎盤の免疫学的諸問題

着床によって始まる妊娠における胚ｰ母体間の免疫学的相互作用とは、①免疫
現としての胚または胎仔 ②胎仔から母体への免疫情報の流入枝 ③母体免疫
機構 ④母体免疫機構から胚或いは胎仔に向けて行われる免疫反応の流出枝
⑤胚または胎仔組織における免疫反応 この5つの主要な要素に分けられる。

母体の胎仔に対する免疫反応を特異的に抑制し、胎盤形成を完成させるために
は？

これらのポイントをそれぞれうまく調節すればよいことになる。じっさい、それぞれ
に対応する調節系が見いだされ、幾つもの機構が同時に働いていることが明ら
かにされてきている。

特に、①は栄養芽細胞(trophoblast)の表層分化 ②については 子宮内膜で起
こる局所的な免疫現象に注目が集まっている。



着床と胎盤形成に関する生物学的諸問題



・ 着床・胎盤形成における胚と母体との関係は、

移植組織と宿主の関係にたとえられるアロゲ

ネイック(allogeneic)相互作用で特徴付けられる。

・ このアロゲネイック相互作用には、母体の免疫

拒絶反応から着床胚を保護する機構と、着床

胚に対する免疫反応を胎盤形成に利用する機

構との、2つの一見相反する機構が含まれている。



移植 用語
・autograft (autogenic  or autogenetic   

transplantation)
自家移植 自己移植

（同一個体内での移植）

・allograft ( allogenic or  allogeneic   
transplantation）

同種移植 同種異個体間移植

（受容者と同種であるが、遺伝的

に異なる個体からの移植）

・xenograft (xenogenic or xenogeneic
transplantation)

異種間移植

（動物間の他の種からの移植）



胎生の進化

動物界における胎生種の分布は広く、海綿動物から脊椎動物に至る主要な門
(phylum)のほとんどすべてに、胎生種の例が見いだされる。真胎生に限定して
も、海綿動物(界麺類では卵生種の方が少ない）、昆虫（ハサミムシ目、ゴキブリ

目、チャタテムシ目、半翅目）で胎生種が確認されており、脊椎動物では、軟骨
魚類、硬骨魚類、爬虫類、哺乳類で発達した胎盤の形成が認められる。但し、
脊椎動物の中で無顎類と鳥類には胎生種はいない。両生類には胎生種がある
がほとんどすべて卵胎生である。

しかし、近縁の動物の間でも、胎生種相互の系統的関係は薄い。たとえば、爬
虫類の胎生種を卵巣のプロゲステロン生産能、妊娠のプロゲステロンへの依存
性などで比較分類してみると、系統樹上の相互の類縁関係は認められないこと
が確かめられている。

これは哺乳類以外の胎生現象に、発生学的必然と言うよりも適応的要素が強く、
それぞれ独立に進化したためと考えられている。

続く



オーストラリアの爬虫類についての調査では、胎生爬虫類は高地に生息す
る種に多く、低地に見いだされる卵生種と高地に見いだされる胎生種で、同
属異種の例もあることが報告された（H.C. Weekes, 1935)。ヨーロッパ産爬虫
類でも類似した傾向が認められている。この解釈として、Weekesは、胎生は
高地における激しい気温変動に対する適応であろうと結論したが、異なる解
釈として別の研究者は、妊娠（胎仔重量の加重）による運動能力の低下から
捕食される外敵が少ないことによるとの解釈がなされている。実際、胎生ヘ
ビの一種では、胎仔重量は妊娠動物の体重の50~60%にも達し、母動物の
行動や生理機能に対する負担が著しいことが報告されている。

哺乳類では爬虫類に比較して胎仔重量と母体重量の比率が小さく(平均して
10％程度）、母体に対する負担も比較的軽い。哺乳類で胎仔重量を小さくす
ることが可能になったのは、哺乳の完成によるものと考えられている。胎生
と哺乳は互いに密接な関係にあり、出産によって切り替えが起こる。一般に、
出産の時期と胎仔の発生段階との間には直接の関係はなく、前者は生態学
的条件で決定される。

綱(class)のレベルでほとんどすべての動物が胎生であるのは、哺乳類のみ
である。約4000種の哺乳類の中で、単孔類3種(6種との主張もある）のみが
卵生、即ち、胎生が進化の上で発生学的必然性を確立したのは、哺乳類に
至ってからのことといえる。

胎生の完成が真獣類の進化を加速し、他に例のない進化速度でヒトの誕生
に至ったことは、胎生の進化生物学的な重要性を示唆している。



哺乳類の胎生の進化・胎盤の進化

胎生の進化

卵生の鳥類と真胎生の哺乳類は、爬虫
類で二分肢(dichotomy)したと考えられて

いる。体性爬虫類には哺乳類の胎盤とよ
く似た漿尿膜(絨毛尿膜）胎盤を形成する
種の存在が知られている。

胎盤の発達には、母胎が免疫学的拒絶
反応を起こさない保護機構を完成させる
ことが不可欠である。有袋類が極端な早
産をして小さな子供を産み育児嚢で育て
るのは、母体の免疫保護機構の発達が
不十分だからで、また、そのために哺乳
類の主流に残り得なかったとする仮説が
ある。

胎盤の進化

哺乳類の胎盤の進化については意見が分
かれている。最も原始的な胎盤の形式につ
いて、①上皮漿膜(絨毛膜）胎盤である（J.P. 
Hill,1932) ②結合組織漿膜胎盤(結合織柔
毛胎盤、結合組織柔毛胎盤）である（H.W. 
Mossmann,1937) ④血液漿膜(血絨毛）胎
盤である（G.B. Wislocki, 1921) と考える説
がそれぞれ主張された。

このように意見が割れた原因は？

胎盤構造の進化の度合いと、それを持つ
動物種の系統樹上の位置をどのように考
えるのかによることが原因となっていると考
えられる。 「動物の各器官の進化の度合
いは、必ずしもその動物の系統樹上の位置
とは一致しない」(モザイク進化）という見方
で再考する必要があると考えられる。現在
では、 上皮漿膜→結合組織漿膜→内皮
漿膜→血液漿膜の順で進化した との考え
方が合理的と見なされている。



Nine-banded Armadillo ( Tatusia (Dasypus)  novemcinctus )
“The Determination of  Sex”  (1914)  より J. Morphol., 21(3),  359-423, 6  plates,  1910   より



ココノオビ・アルマジロ の 胎盤 １９８６

アルマジロは南米から北米南東部にかけて分布し、貧歯目アルマジロ科の動
物で、9属20種いる。nine-banded armadillo (Dasypus novemcinctus (Tatusia
novemcincta)  ココノオビ・アルマジロ がもっともポピュラーである。夜行性で、

土を掘る習性があり、昆虫・ミミズ・ヘビ・トカゲなどの他、木の根や動物の死
体なども食べる。

妊娠期間は4ヶ月であるが、一年に一度7月にだけ交尾をし、受精卵は胞胚
のステージで11月から12月まで子宮内に休眠して留まり。そこで初めて着床
し、その後2回分裂をし、4胎仔となり、翌年3月から４月に4仔を分娩する。

アルマジロの胎盤は、ヒトやサル以外のほ乳類には珍しい絨毛構造を有する
血腫性絨毛膜性であり、１卵性4胎盤である。着床時の初期胎盤の
trophoblastは子宮内膜に侵入して、母胎組織中に混交してる。通常ヒトの１

卵性２胎では、２胎間での皮膚移植は拒絶反応は起きないが、アルマジロで
は、一卵性4胎の各胎仔間の皮膚移植は拒絶されるとの報告がある。これは
1卵性の4胎仔でも同腹の他胎仔をselfとして認めないということになる。ヒト１
卵性2胎仔胎盤では、各胎仔間の血行吻合が見られるが、アルマジロ胎仔間
では血行吻合がないとの報告がある。マーモセットでは、２卵性2胎仔をぶん
べんするが、この場合2胎仔間の血行吻合があり、胎仔間の皮膚移植は生着
するとの報告がある。







産後の胎盤の利用 wikipedia
• 娩出後には胎盤は脱落し、臓器としては役割を終え

て不要になる。

• 産後に羊膜等と一緒に胎盤を食べる動物は多い。
単に栄養補給としての他、血の臭いを消して捕食者
に狙われにくくする効果があるのではないかと考え
られている。

• ヒトの場合でも、健康によいと考えて、産婦自身や
家族が産後に胎盤を食べる胎盤食の文化が世界各
地で見られる[要出典]。生食であったり簡単な調理をし
たり様々である。

• 一方、胎盤食はカニバリズムだとして敬遠する動き
も強い。臍帯血（胎盤から取られたものも含む）の利
用の普及と対照的である。



医薬品等への転用 wikipedia
• また、ブタやウマ、ヒト等の胎盤が、医薬品・化粧品・健康食品等に利用されている（漢方薬

の紫荷車（しかしゃ）等）。嫌悪感を緩和するためか、日本語で「胎盤」ではなく英語でプラセ
ンタと表記されていることが多い。

• また、現在でもヒト胎盤を原料としてエキス化して注射剤にしたものが、肝臓病（慢性肝疾患
における肝機能の改善）や、婦人科疾患（母乳分泌促進）、更年期障害の治療を目的として
数種類、医薬品として認可されている。ただし、実際にはアンチ・エイジングというような美容
目的や健康目的でこれらを使用するケースも多いといわれる（この場合、健康保険による3
割負担は利かずに自由診療となる）。なお、この薬剤は医師の処方箋が必要である。

• 現在、ヒト胎盤原料の医薬品に関しては、クロイツフェルト・ヤコブ病、HIV、肝炎ウイルス、リ

ンゴ病等に関する検査（ウイルスに対する核酸増幅検査など）及び安全対策（高温加熱処
理など）が行われているものの、未知の病原体の存在を完全に否定する事は不可能なこと
から、『特定生物由来製品・処方せん医薬品』の指定を受けており、使用する際には医師か
らのインフォームド・コンセントと使用同意書への署名・捺印が必要となる。さらに、使用者
のカルテ保存（最低20年間）や、使用後の追跡調査などが厚生労働省から義務付けられて
いる。

• また、街頭などでの献血をする際は、日本赤十字社から問診票や献血要件において、予め
尋ねられており、献血を患者に対して輸血する事から、上記クロイツフェルト・ヤコブ病、HIV、

肝炎ウイルス等に感染する事を防止する目的で、プラセンタ注射を受けた患者が、日本赤
十字社が実施している献血に参加する事は出来無い。

• このため、市販の一般用医薬品へのヒト胎盤の使用は、事実上不可能となっており、ドリン
ク剤や健康食品、サプリメントに用いる胎盤は、ヒトからブタなどに転換されている。



動物の出産
胎生（および卵胎生）の動物にはすべて出産があるが、その様子は動物
によって様々である。犬は安産ということになっているが、品種によっても
異なる。比較的難産が多いとされているのが大型草食動物である。生ま
れた子供は肉食獣の攻撃目標になりやすいし、親も巣に籠もって育てる
のが難しいので、どうしてもある程度以上大きく生んで、生まれてすぐに
逃げ回れるようになっていなくてはならず、そのためには大きく手足の発
達した状態で出産を迎える必要がある。長い手足は出産では邪魔になり
がちであることもまた難産の一因とされている。またヒトは直立二足歩行
を行うため、内臓を保持する必要から骨盤底骨が発達しており、出産に
困難がともない、胎児を小さく未熟な状態で出産しなければならない。

出産時、胎児は普通は頭からでる。これは体のつくりからしてもそれが一
番抜け出しやすいため、合理的である。まれに逆に出る場合があり、これ
を逆子という。逆子は難産になりやすい。逆に後ろからでるのを常とする
ものもある。イルカやクジラがそれで、これは彼らが水中で出産すること
に依るものである。その場合、まず頭がでてしまうと、その時点で胎児は
空気呼吸を求められることになる。しかし後半身が母胎に残っていては空
気中に出られないため、そのまま溺れる可能性が高くなる。出産した子は
母親に助けられて水面に出て、最初の呼吸を行う。なお、中生代の海棲
爬虫類である魚竜にも、卵胎生のものがあったことが知られており、その
出産がやはり尾からであったことが化石から確認されている。



世界初の子宮移植女性が妊娠、トルコ IT
ＡＦＰ＝時事 2013年 4月13日(土)8時22分配信

【AFP＝時事】死亡したドナー（臓器提供者）から摘出された子宮の移植手術を世界で初め
て受けた女性が、胚移植により妊娠したことが分かった。担当医らが12日、発表した。

トルコで子宮の死体移植に成功、世界初

担当医のムスタファ・ウナル（Mustafa Unal）医師によると、デルヤ・セルト（Derya Sert）さ
ん（22）はトルコ南部アンタリヤ（Antalya）県のアクデニズ大学病院（Akdeniz University 
Hospital）で体外受精した胚の移植を受け、初期検査の結果、妊娠2週間を迎えつつあるこ
とが判明した。「今のところ経過は順調」という。

世界で5000人に1人いるとされる生まれつき子宮がない女性のセルトさんは、2011年8月に
同病院で死亡したドナーから摘出された子宮の移植手術を受けた。子宮移植手術の成功
は世界初で、セルトさんは当時「医療の奇跡」と呼ばれた。不妊に悩む世界中の女性たち
にとって、セルトさん妊娠のニュースは新たな希望の光となる。

医師団は胚移植の前に、移植された子宮が正常に機能していることを確認するために、
18か月間経過を観察した。月経が始まったことから、子宮がうまく機能していることが分
かったという。

子宮移植を受けたのはセルトさんが世界で2例目。1例目は2000年、サウジアラビアで
生きたドナーからの移植だったが、手術から99日後に重度の血液凝固が起き、子宮の摘
出を余儀なくされた。セルトさんは、合併症や拒絶反応のリスクを避けるため、帝王切開に
より出産し、産後数か月で子宮は摘出されることになっている。【翻訳編集】 AFPBB News



スウェーデンで母から娘への子宮移植手術に成功、世界初 IT
2012年09月19日 14:34 発信地:ストックホルム/スウェーデン

【9月19日 AFP】（一部更新）スウェーデンのヨーテボリ大学（University of 
Gothenburg）は18日、妊娠・出産を可能にすることを目的とする母から娘への子
宮移植手術に世界で初めて成功したと発表した。

子宮頸がん治療のため子宮を摘出した女性と、生まれつき子宮がない女性の2
人が前週末に母親の子宮を移植する手術を受けた。移植を受けた女性は共に30
代だという。

同大の研究チームを率いたマッツ・ブレンストレム（Mats Braennstroem）教授（産
婦人科学）によると、10人以上の外科医からなるチームが手術を行い、合併症も
なく終了した。移植を受けた2人は疲れているものの、術後の経過は順調だという。
子宮を提供した母親2人は既に立ち上がって歩けるほどに回復しており、数日後
には退院できる見込みだと同教授は話している。

移植手術前にはそれぞれのパートナーの精子を使って体外受精した2人の受精
卵が冷凍保存されており、これから1年間経過観察したのち、子宮内に戻す予定
だという。したがって本当の意味で移植手術が成功したと言えるのは2014年に2
人が赤ちゃんを無事出産してからだとブレンストレム教授は語っている。

続く



続き
同教授は2人が妊娠に成功する確率には言及しなかったが、通常の体外受精による
不妊治療で受精卵移植後に出産する割合は25～30％だと述べた。

また同教授は、移植臓器の拒絶反応を抑える免疫抑制剤の服用を続けずに済むよ
う、移植された子宮は「最高で2人」を出産した後に摘出する方針だと明らかにした。
チームのミカエル・オラウソン（Michael Olausson）医師は子宮移植による拒絶反応の
発生確率を他の臓器移植と同じ約20％としている。

移植を受けた女性2人は、自身とそのパートナーの生殖能力に問題がないといった
候補者としての条件を確認するための長い審査過程を経て選ばれた。2人の名前は
明らかにされていない。スウェーデンではさらに8人の女性への子宮移植が今年秋か
ら来年春にかけて予定されている。

ブレンストレム教授は、この移植法は生まれつき子宮がなかったり、子宮に損傷を受
けた若い女性の妊娠を助けるためのものであって、妊娠・出産可能な年齢を超えた女
性を助けるためではないと強調している。

1999年に始まったこのプロジェクトで、科学者や医師、その他専門家の約20人から
なるチームはこれまで、マウスや霊長類などを対象に子宮移植手術を行い、移植後の
妊娠・出産に成功してきた。

子宮移植手術は、2011年にトルコの医師チームが世界で初めて成功した。だが、
子宮移植は生きたドナー（臓器提供者）を必要とすることなどから問題視されることも
多い。スウェーデン中央倫理審査委員会（Central Ethical Review Board）は当初、同プ
ロジェクトの実施を認めていなかったが、今年5月になってプロジェクト監視のための
特別委員会の設置を条件に移植手術実施の許可を出した。(c)AFP/Pia Ohlin



子宮移植 IT
子宮移植（しきゅういしょく）は、子宮の生体移植である。

• 2002年にサウジアラビアで世界初の生体子宮移植手術が行われた[1]。
26歳の女性に対し閉経後の46歳の女性から子宮の提供を受け移植、
移植後2度の生理が確認されたが施術後99日目に子宮内に血栓が発
生し[2]、失敗した[3]。

• 2007年1月15日にはアメリカでもニューヨーク・ダウンタウン病院（英語
版）(New York Downtown Hospital) で2007年度後半に実施を計画してい
たことが判明し、物議を醸した[1]。この計画は「病気や事故で子宮を失っ
たが子どもを望む女性に、脳死体などから子宮を移植する手術」を目的
として計画され[1]、拒絶反応の問題から出産後の摘出を目標としており、
成功した[4]。

• 2011年8月にトルコのアクデニズ大学（英語版）病院で子宮欠損症の女
性への死体からの子宮移植に成功した[5]。2012年にはスウェーデンの
ヨーテボリ大学において母から娘への生体子宮移植に成功した[6]。

• 子宮移植は子宮を失った女性に自ら出産する可能性をもたらすが、同
時に移植された子宮がうまく機能しなかった場合、胎児および母体を危
険に晒すおそれがあり、専門家からの非難の声が上がっている[3]。



動物実験 IT
• 2002年8月22日にスウェーデンのイエーテボリ大学でマウスの

子宮移植・妊娠に成功し、イギリスの「内分泌学誌」8月号[7]に
発表した[8]。子宮移植の成功例は初の事例で[8]、グループは「2、
3年後には人への臨床応用へ進みたい」と語った[8]。

• 2006年に上海交通大学で行われたラットでの同種異系子宮移
植実験では、同種異系子宮移植群で拒否反応が発生し日ごと
に悪化したが、同系子宮移植群では拒否反応の徴候がないこ
とを示した[9]。

• また、同じく2006年に中華顕微外科雑誌に掲載されたビーグル
犬を使った実験では実験に使われた8匹中6匹が手術に成功、
6匹のうち2匹が腹腔内出血および失血により死亡したが、生存
した4匹は血栓がないことが確認された。このうち2匹が328日間
生存し、残り2匹は長期的に生存、移植7カ月後に自然妊娠と自
然分娩を行った。この実験の結果、ビーグル犬の自体子宮卵
巣移植の動物モデルは可能であり、生存子宮は自分で妊娠や
分娩することができ、ヒト子宮移植に関連的な実験証拠を提供
できると結論づけた[10]。



日本での研究 IT
• 日本でも筑波大学で動物実験による基礎検討研究が行われて

いる[11]ほか、2009年2月には東京大学形成外科三原研究チー
ムの「小児血液癌患者・卵巣凍結に関する研究」第26回ワーク
ショップにて、ブタの子宮移植の実験結果報告が公開され、子宮
移植手術自体は可能であると結論づけた[12][13]。

• 前述の東京大学形成外科三原研究チームによる卵巣凍結実験
に関連して、ブタの子宮移植実験の結果から、将来的に女性か
ら男性へ性別適合手術(SRS) を行った人の子宮を凍結保存し、
男性から女性への性別適合手術の際に移植することの可能性
を語っている[12]

男性の妊娠可能性

• 2010年に東京大学や慶應義塾などの研究チームが行ったカニ
クイザルでの自家子宮移植実験では、実験に使われた2匹中1
匹が手術に成功した。1匹は移植の翌日死亡したが、1匹は移植
後すでに2回月経があり、子宮が機能していることが確認されて
いる[14]。



子宮外妊娠
受精卵が何らかの理由で卵管など子宮以外の場所
に着床した場合は子宮外妊娠と呼ばれ、放置すると
危険な状態になる。産婦人科での緊急な処置が必要
となる。

子宮外妊娠（しきゅうがいにんしん）とは子宮腔以外
の部分への受精卵の着床をいう。全妊娠の1%に認
められ、反復を20%に認められる。妊娠可能年齢の
女性の急性腹症では常に鑑別にいれておかなけれ
ばならない疾患のひとつである。問診では妊娠の可
能性はないという患者でも検査をしてみれば、子宮外
妊娠であるということはよくあり、聞き方・検査の同意
の取り方の重要性を考えさせられる疾患である。



着床部位による分類

卵管妊娠

子宮外妊娠の99%は卵管妊娠である。

卵巣妊娠

受精卵が卵胞内や卵巣の表面に着床したもの。多く

は初期に中絶に至るが，まれに生児を得るまで妊娠

が維持されることがある。

腹膜妊娠

腹腔内での妊娠。診断は極めて困難である。ごく稀

に腹腔内で胎児が成長し出産に至った例がある。

頸管妊娠

脱落膜のなく、太い血管が多い頸管部に着床する子

宮外妊娠である。最も重篤な外出血を起こしやすい。



男性の妊娠 IT
男性の妊娠（だんせいのにんしん）とは、1つ以上の胎児を何らかの生物種のオスが体内に宿
すことである。動物の大多数は、メスが妊娠する。性的二形を持つ種では、ほとんどの場合オ
スが精子を生産し、受精卵を宿すことはまれである（男性の架空の妊娠の例は、動物界、神話、
ポピュラー文化に見出すことができる）。

• 人間の場合

• 人間における男性の妊娠は、思索、SF、コメディの領域に限られてきた。伝統的な環境で
は、生物学的に不可能だからである。

• 男性は子宮を欠いているため、代わりの方法としては子宮外妊娠が必要になるかもしれ
ない。受胎は体外受精で行い、腹腔に受精卵を移植し、妊娠を開始するには女性ホルモ
ンの投与が必要かもしれない。出産は帝王切開によって行われるかもしれない。[要出典]

• FtM（Female to Male/肉体的には女性、性自認については男性）の性同一性障害の者は、
ホルモン療法を止めれば、男性として認識され生活しながら妊娠できる（ただし、戸籍上で
男性として登録するには法律による認可が必要）。これは卵巣の機能が維持されていれば
可能である[1]。実際に元女性の男性が出産した例は存在する[2][3]。同一性の見地から
は、生理的に女性であっても、これは「男性の妊娠」と考えられる。MtFの性同一性障害に
ついては、手術によって女性となれば出産可能と見なされるべきで、生物学的に男性とし
て生まれた者（女性として認識され生活している者）も子供を産めるかもしれないが、現在
のところ不可能である。

• XYの染色体を持つ半陰陽の者の中には、完全に女性の体となり、子宮が発達していれば
体外受精が可能になる者もいるが、まれである[4]。こうした者は、男性を象徴するY染色
体を持ちながら妊娠できるかもしれない。

• 詳細は「子宮移植#男性の妊娠可能性」を参照



男性の妊娠と出産と授乳は可能です

これは９９年２月下旬に報道されたニュースです。
要約すると、体外受精した受精卵を男性の大腸に着床させ帝王切開で出産するというものです。
これは女性の子宮外妊娠と同様なことで以前から知られていたらしいです。
なお、流産防止の為に大量の女性ホルモンの投与が必要らしいです。
近い将来は男女どちらが出産するか夫婦で議論する時代になるのでしょうか。
一方、母乳については上記詳細情報にもあるように、高濃度のエストロゲン値をしばらく維持し
た後に一気に落とすと、乳腺がある程度発達されていればプロラクチンというホルモンが分泌さ
れ母乳がでます。
授乳方法は女性誌などで別途確認ください。

さて、男性が妊娠し出産できるとしても卵巣を持っていませんから男性同士の生殖はできないの
は当然です。
しかしながら第三者としての女性から卵子を提供してもらえば男性同士の遺伝子を組み合わせ
た核を持った卵子を作ることも可能かもしれません。
今のところ倫理的な問題や社会的な要求がないせいか男性同士あるいは女性同士の生殖につ
いて研究が進んでいないようですが、私の個人的な意見としては近い将来は可能となる日が必
ずくると思っています。

卵巣を男性へ、ペニスを女性へ移植することは技術的にはいろいろな問題があるそうですが可
能らしいです。
卵巣を移植することで女性ホルモンを得る事が可能となりますが、さらに子宮まで移植して妊娠
できるようになるかは不明です。
（もし情報があれば提供願います）一方、ペニスを女性に移植することはかなり困難らしいので
すが、全く不可能というわけではないらしいです。
そして使用可能にするにはさらに難しいらしいのですが、今後の医療技術の発展で可能となる
日は遠くは無いでしょう。
Transgender  の情報サイト(IT)
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